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海辺へ出かけよう

磯
大きな岩や

石が多い

砂浜
砂地の平地で

泥質を含まない

干潟
干潮時に現れる

砂泥質の平地

前浜干潟

河口干潟

＊瀬戸内海で見られる干潟は、ほとんどが
前浜干潟と河口干潟です。

　「海辺」とひとくちに言っても、さまざまな場所があります。

　一般に、岬のように山が海に迫り、岩盤が露出して石が多い場所を「磯」と呼びます｡また、水際に広が

る平地で泥をほとんど含まない土質の場所を「砂浜」、満潮時には隠れて干潮時に現れる砂泥質の平地を「干

潟」と呼びます。

　海辺の生きものは、磯、砂浜、干潟で、種類ごとにすみ分けています。

　さぁ、海辺へ出かけてみましょう。いろいろな生きものに出会えますよ。

　干潟は、物質循環や水質浄化の機能が高く、

重要な役割を果たしています。

　干潟は、３つのタイプに分けられます。

�前浜干潟 …… 近くに大きな河川がない場所

にある。

海水浴場などの砂浜でみら

れる干潟。

�河口干潟 …… 大きな河川の河口部にある。

太田川や沼田川、芦田川な

どの河口にみられる干潟。

・潟湖干潟 …… 河口や入り江にある。

広島県では該当する干潟は

ほとんどない。

■ 干潟にも種類があるって本当？
！

？？？
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　「さあ、調査をやるぞ！」と取りかかってみたら、

○採集道具が足りなかった、現地に行ってみたら工事で海岸に下りられなかった

○調査結果をどのようにまとめたら良いのかわからなくなった

○何を目的に調査をしたのか、わからなくなった

など、困らないようにしたいものです。

　そこで、調査の手順を紹介します。

　大まかな流れは下の図のとおりです。6ページから8ページにかけて、くわしく解説しています。

　初めて調査する時だけでなく、何度も調査を行っている場合も、もう一度この流れに沿って活動を見直し

てみましょう。

■ 調査の流れ
！

？？？

調査の進め方

目的を共有する

調査に関わる人たちで、「何の

ために実施するのか」、目的を

共有します

計 画 を 立 て る

「いつ」「どこで」「何をどれくら

い準備するのか」といった具体

的な調査の計画を立てます

下 見 を す る

調査地点の下見をします

ふ り か え る

「調査をしてどうだったのか」

をふりかえり、次の調査に反映

します

結果をまとめる

どのような調査結果だったのか、

わかりやすくまとめます

調 査 を す る

目的を持って、楽しく調査をし

ます

ふりかえりを活かして、

次の調査へ（流れのくり返し）
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　　　　　　「今日は、何をするんだっけ？」「楽しかったけど、何のために調査したの？」参加者が、こん

な疑問を持っていたら要注意！せっかくたくさんの人が参加してくれた調査でも、期待外れの結果に終わっ

てしまいます。

　『どんな目的で調査するのか』を、参加者全員が知っているようにしておきましょう。

　調査の目的として、次のようなことが考えられます。まず、目的を明確にして、取りかかりましょう。

　具体的には、以下のような調査目的が挙げられます。まず目的を明確にして、調査計画を立てましょう。

目的の共有化

生きものの種類や

数から、海辺の環

境状態を把握する

海辺のごみの種類

や量を調べて、ご

み対策を考える資

料にする

わが町の生物資源 
を記録し、公表す
ることで、地域の
環境に関心を持つ
人を増やす

生きものやごみか

ら、日常生活と環

境との関わりを考

える

目的は？

＜What：調査概要＞

＜Who：役割分担＞

＜Whom：対象者＞

＜Why：目的＞

＜ 事 業 名 ＞

＜How：方法など＞

＜When：実施日時＞

＜Where：実施場所＞

＜How much：必要経費＞

「何をするのか」大まかな内容を記入

します。

「Step１」で共有した目的を記入します。

話し合いが混乱したら、何度も目的を

確認しましょう。

実施日時を記入します。

干潮２時間前には始めるように計画し

ましょう！

まとめ役は誰か、協力はどこに依頼

するかなど、具体的な役割分担を記

入します。

みんなが参加しやすい、何をするのか

がわかりやすい、楽しい名前を考えま

しょう。

どこで調査するのかを記入します。調

査場所のほかに、集合場所なども記入

しましょう。

誰が・何人程度で調査するのかを記

入します。参加者を募集する場合も

同じです。

調査の手順を記入します。

事前準備から当日までのタイムスケ

ジュールも考えましょう。

活動全体の費用を算出します。具体的

に「何に」「いくら」かかるかを記入

しましょう。資金確保策も考えます。

Step
１

　　　　　　目的が決まったら、次はいよいよ調査計画を立てます。

　ここで重要なのは、いろいろなことを「具体的に整理すること」です。

　話し合いをしているうちに、何が決まって何が決まっていないのかがわからなくなってしまうことがあり

ます。決めないといけないことを整理するために、下の表を用いて計画表を作ってみましょう。

　参加者とともに、運営する人たちも楽しみながら進めていける計画を作りましょう。

計画を立てるStep
2
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　　　　　次は、現地の下見をします。

　調査場所の確認だけでなく、集合場所や休憩場所（トイレを含む）など、調査の時に必要なものがどこにあ

るか調べておきましょう。特に夏は、日陰がどこにあるか必ず確かめておきましょう。

　下見をする場合、「何を確認しておくのか」によって、出かける時間や日にちが変わります。

　潮が引いた状態を見たければ、「調査日と同じくらいに潮が引く時間」に見に行くのがポイントです。日光

の当たり具合などを見たければ、「調査時刻と同じ時刻」に見に行くのが良いでしょう。

下見をするStep
3

　　　　　いよいよ調査の開始です。「Step２」や「Step３」で準備してきた成果が発揮されます。

　参加者全員が、ケガもなく、楽しい時間を過ごせるように運営していきましょう。

　「予定は未定」という言葉もあるように、思わぬ事態が発生し、計画どおりにいかないこともあります。

無理に予定どおりに進行しようとせず、臨機応変に対応できるよう、余裕を持って臨みましょう。

　まずは、自らが楽しむことです!

調査をするStep
4

・集合場所は適切かな？

・トイレはどこにあるかな？

・調査場所の様子はどうかな？

・安全に調査できるかな？

・潮の引き具合はどうかな？

・調査したいものはある(いる)かな？

・日陰はどの程度（面積）できるかな？
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